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 自 治 会 だ よ り  

令和３（２０２１）年 1１月号（通算３40 号） 

アーバンみらい東三番街 
 
 
 
 

 

 

10 月 31 日（日）に、公園・遊水地のゴミ拾いをアーバン 5 自治会、ひがしはる野、

はる野 4 丁目北の 7 自治会合同で遊水地内を含めた清掃を行いましたが、 

⚫ 東二番街自治会：43 名 

⚫ 東三番街自治会：70 名 

の参加があり、その他の自治会を加えると約150名になり、今までにない大人数の清掃

活動になりました。 

これは、前回 6 月の清掃活動に比べて、2.7 倍の参加者増になります（東三番街の前回

参加者は 26 名）。 

多くの参加を頂いたこと、感謝・感謝です。皆様ありがとうございます。 

このように、住民自ら遊水地の清掃を行う事は、行政の環境整備に繋がります。 

長年、大型ゴミの投棄場所になっていた農業用水路を、6 月に投棄しにくいよう除草処

理と防草シート工事が行われたのも、その一例です（自治会だより 7 月号で紹介済み）。 

遊水地公園の環境は、当団地にとって大きな資産です。 

環境専門員会および深作多目的協議会は、今後も遊水地・公園が住民のベネフィット

（持つ喜び）になるよう環境の維持・改善を進めていきます。 

今後も、より一層の皆様のご協力・ご支援をお願いいたします。＜環境専門 塚本＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラごみゼロウィークの参加、ありがとうございます。 
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10 月 24 日（日）集会所にて、第１回「東三番街（自治会・管理組合）連絡会」（以

降連絡会）が開催されました。これまで３回にわたり準備会で協定書などの内容について

協議を進めてきましたが、このたび双方組織においてこれらが承認されたことを受け、今

回の開催となりました。 

 

連絡会の冒頭、それぞれの責任者より以下の挨拶がありました。 

＜管理組合 齋藤理事長＞ 

・理事会と自治会が共同しておらずうまく機能していなかったと感じている。 

住民のトラブルなどの問題に対しても解決の場ができたことに期待している。 

 

＜自治会  谷口会長＞ 

・連絡会の提案を双方の規約に反映させ、これから活動を継続していきたい。 

 

その後、連絡会の運営方法（議題提起、進行、議事録等）について取り決めが行われ、

早速、共通課題について以下の協議が行われました。 

 

１）ゴミ出しルールについて 

２）ごみコンテナ問題対応 

３）新規入居者対応                  

４）規約等配布の共有化について 

５）夜回り関連ルール確認 

６）集会所内備品の効率化、不要物処分 

７）自治会配布物の収容トレイ設置について 

８）コピー用紙の共有化 

 

 

詳細については割愛しますが、大小さまざまな共通課題が思いのほか存在することが確

認されました。 

 

これまでは、それぞれの組織が人脈等に頼って事の解決を図ってきたケースが多かった

のですが、今後はこの連絡会を活用することで、よりスピーディかつ確実に解決を図ると

ともに、ひいてはより良いまちづくりのエンジンとしても活用できればと考えています。

会員の皆様もご意見ご要望等あれば自治会までお寄せください。 

 

最後に、連絡会設立まで各方面でご尽力・ご協力頂いた関係各位に改めて御礼申し上げ

ます。 

 

 

 

 

 

第１回 自治会・管理組合連絡会開催 

 

： 
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＜自治会・管理組合のコミュニティ連携活動がスタート＞ 
 10 月 10 日（日）2021 年度下期班長会がありました。班長会にて「アーバン 

みらい東大宮 東三番街 生活のしおり」※注１（管理組合・自治会）と「ゴミ出し表 

保存版」※注 2を各班長さんへお願いして全戸配布（321 戸）しました。 

また、各号棟階段下に「ゴミ出し表 A4 片面版」「生活騒音注意」（管理組合） 

※注 3「資源物回収ルール」※注 3を各班長さんにお願いして掲示しました。 

 ※注 1～「生活ルール」「ゴミ出しルール」「来客駐車場の使い方」「自転車置き 

     場の利用」のパンフレット 

 ※注 2～毎月配布のゴミカレンダーを廃止し、ラミネート加工した各家庭の保存用 

 ※注 3～修正分の張替え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             ＜広報 佐藤＞ 

 

 

 

東三番街のボランティア活動にて環境維持・改善の長年のご尽力ありがとうございます。 

10 月 10 日（日）、そのボランティア活動の功績をたたえ深く感謝の意を表すと共に、今

後の益々のボランティア活動の活躍を期待し、自治会より備品をご紹介いたしました。 

 

＜備品（ボランティア・グッズ）＞ 

① 防災ボランティア 

【折り畳みヘルメット、レインコート、 

安全長靴】 

②学童見守りボランティア【冷感キャップ】 

 

③植栽ボランティア【ベスト】 

 

④環境専門委員メンバー【メッシュベスト】 

 

             ＜広報 佐藤＞ 

東三番街ボランティア活動のご尽力の方々への感謝会 

 
 

 
 

「生活のしおり」「ゴミ出し表」を東三番街全戸へ配布しました 
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１２月１２日(日)9 時より環境専門委員会主催の「野鳥の観察会」 

を行う予定です。久し振りなのと、遊水地の環境が変わってしま 

ったので、どんな野鳥に会えるか楽しみです。コロナ禍なので、 

新型コロナワクチンの２回接種済みの方のみの参加とし、当日は 

マスク着用で、ソーシャルディスタンスを確保して行います。 

双眼鏡を持っていない方も参加可能です。雨天中止の場合は、 

集会所玄関に中止の掲示を行います。詳細は、後日案内を提示いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ツグミ（冬鳥）     カワゼミ（留鳥）      マガモ（冬鳥） 

  

                          ＜環境専門 三好＞ 

 

 

 

                2021 年 10 月 10 日付けで同年 4 月 1 日から 9 月 30 日までの 

アーバンみらい東三番街自治会上期監査を実施した結果、職務の執行 

に係る収支明細と現預金残高が一致していることを確認し、また自治 

会役員の職務の執行に指摘すべき事項は認められませんでした。 

                                ＜監事 半谷＞ 

 

 
新型コロナウイルス感染症予防の観点から、下記イベントは中止となりました。 

①例年 12 月開催の餅つき大会 

②例年 1 月開催の三東会                   ＜会長 谷口＞ 

 

 

★資源物回収対象品目は、「新聞」「段ボール」「雑誌」「牛乳パック」「古着」 

 「アルミ缶」 の６品目です。 

①資源物回収日 

  11 月 6 日（土）、11 月 20 日（土）両日とも、集会所玄関前に、当日の朝から 

午後１時までの間にお持ちください。台車は自治会掲示板付近にご用意してます。 

1１月度資源物回収日と資源物回収状況   

 
 

2021 年度上期監査報告 
 

 

連絡事項 

 
 

「野鳥の観察会（環境専門委員会主催）」開催について 
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＜真義真言宗 覚蔵院＞ 
 アーバンみらい東三番街ができたころはまだ春野という町名はなく、大字深作でした。 

この深作には宝積寺のほかにもう一つ、覚蔵院というお寺があるのをご存知ですか。 

東大宮駅に向かう新しいバスルートの春岡３丁目を少し過ぎたあたり、進行方向。右手 

に見える小さなお寺です。現在住職はおらず、同じ宗派の多聞院が管理していますが、 

かつては深作村に大きな影響力を持つお寺でした。 

覚蔵院は今から３６０年位前の江戸時代前期、日雅上人によって開かれ、深作の氷川神社

にも庵をつくって僧を置いて管理していました。村内にあった観音寺、光明寺（いずれも

明治初期に廃寺）にも門徒に配し、江戸時代は相当栄えていました。覚蔵院の墓地に安永

九年（1780）の筆子塔があることから、寺子屋も開かれていたようです。また村の高札

場も覚蔵院の前にありました。深作氷川神社でおこなわれていたささら獅子舞は、覚蔵院

の中興の祖盛範（天明七年1787没）が春岡小学校の所にあった諏訪神社（現在は深作氷

川神社に合祀）で、村の若者たちに田楽や神楽、念仏踊りなどを合わせた創作舞を舞わせ

たのがその始まりです。 

寺の門の前には延宝八年（1680）銘の石造馬頭観音像が祀られています。かつては３ 

月１５日の観音様の春祭りでは周辺で一番賑やかな「馬寄せ」が行われていました。 

明治時代の記録によれば、深作村には農耕馬が４６頭もいました。（ちなみに隣の丸ヶ 

崎村はわずか９頭でした。）祭りの日、毛並みを整えられ、五色の布に鈴をつけた飾り 

馬がシャンシャンと鈴の音を響かせて集まります。その年お嫁に来た新妻も島田を結っ 

て参拝しました。これを見に深作村だけでなく近在の村人たちが大勢やってきました。 

馬や牛にはゆでた大豆を藁苞に入れてねぎらい、参拝者には甘酒、麦茶、かきもちなど 

がふるまわれました。露店も出て、大人も子供もお小遣いを握りしめ楽しみにしていた 

そうです。深作のシクラメン生産者の松本さん（現在はブルーベリーに転向）は子ども 

の頃、自分の家で飼っている牛をひいてお参りしたそうです。この馬寄せも昭和３６年 

ごろから耕運機が普及し始め、馬や牛は売られていなくなってしまったので、昭和４０ 

年ごろには行われなくなりました。        （写真は覚蔵院と馬頭観音像） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

※12 月 3 日(金)～12 日(日)春野図書館で大宮各地の伝説を描いた紙芝居原画展が 

開かれます。春岡の「寅子伝説」も出ます。どうぞお楽しみに。（平山由喜） 

春岡村の伝説 
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 ＜＜広告下段のＱＲコードで各ホームページが見れます＞＞ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

                                 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様の御協力に 

感謝申し上げます。 

 

 

 

                         

 

地域のホームドクター 
内科、皮フ科、小児科、 

リハビリテーション 

春野クリニック 
深作 3－40－5 

(℡)680－1122 

 

休診日：日祭日 

月～金   9:00～13:00 

    15:00～19:00 

   土   9:00～13:00 

    14:00～17:00 

（30分前で受付終了) 

 
 

便利で身近な存在 
 

地域Ｎｏ１スーパー 

 

 

  
東大宮店 

 
良い商品を毎日安く 

 

地域の皆様に 
 

お届けします 
 

TEL ６８２－０６４６ 

 

 
 
 

さいたま市深作 2-1-2 

℡688-5191 

＜東大宮店の最新のチラシが見れます＞ 


